
【会議記録】   第４回 「みんなの制服プロジェクト」委員会 

 

日 時 令和２年１２月２日（水）１４時００分～１６時００分 

場 所 一宮市役所７０１会議室 

出席者 委員１０名（内藤、深谷、堀、大野、森、山田、光樂、岡本、北山、渡邊） 

 

１ 開会のことば 
 
２ 一宮市教育委員会あいさつ（教育文化部長） 
 
３ 議事 

（１）仕様書完成までのスケジュールについて 

・11月 19日に、市として令和 4年 4月に新制服を導入することを決定した。 

・今後は、委員会で協議した内容や児童生徒アンケートの結果を基に、サポートメーカーに

基本デザインのサンプル作成を依頼する。 

・次回の委員会（令和３年１月１５日開催予定）で、基本デザインのサンプル５体を確認す

る。 

・各中学校の代表生徒が参加する「夢サミット」で、基本デザインサンプル５体から基本デ

ザイン投票にあげる３体を決定する。 

・２月中に投票を実施し、基本デザインを決定し、その仕様書を作成していく。 
 
（２）基本デザイン・細部デザインについて 

〔委員会での主な意見〕 

・中衣については、保護者負担にも配慮し、現在使用しているカッターシャツも使用可にす

るなど、自由にしてはどうか。 

・「入学式や卒業式のときは白カッターにネクタイ」といったようにする学校も出てきても

よいのではないか。 

・ネクタイやワッペンなどで学校らしさを表現していくと、価格が高くならないか心配され 

る。 

   → これらの意見については、引き続き検討することとなった。 

   〔決定事項〕 

   ・仕様書に含める制服の構成は、上衣（ブレザー）・中衣（ポロシャツ）・下衣（スラック

ス・スカート・キュロットなど）とする。 

   ・多様性（LGBTQや体格など）に配慮し、男女共用デザインを作成する。 

・新制服の仕様書を作成しても、採用するかどうかは学校が判断する。 

   ・基本デザインサンプルは、上衣（ブレザー）・中衣（ポロシャツ）・下衣（スラックス・

スカート・キュロットなど）の構成で作成する。 

・基本デザインのサンプルは、上衣・下衣で一宮らしさを表現していく。 

・基本デザインが決定した段階で、それに合ったネクタイ等の小物の仕様書を作成する。た

だし、ネクタイ等の小物を採用するかどうかは学校が判断する。 

   ・各校で学校らしさを表現したいとなった場合に表現できる場所をつくっておく（フラワー

ホールなど） 

   ・児童生徒アンケートについては、「一宮らしさ（一宮のよさ）」を一番よく表しているの

はどれかを問うものとする。 

   ・児童生徒アンケートは１２月中旬に実施する。 
 
４ 連絡事項 

    

５ 教育文化部次長あいさつ 

 

６ 閉会のことば 


